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1. はじめに   

近年，無線で充電ができる WPT(Wireless power 

transfer)という技術が注目されている．特に，遠方

界を用いた WPT 技術は，遠距離の電力伝送が可能に

なるという利点を持つ．遠方界を用いた WPT 技術用

のアンテナは高利得であることが望ましく，アレー

アンテナがよく用いられる．しかしながら，アレー

アンテナの高利得化のためには多数の素子が必要で

あり，コストが高くなるという問題がある．一方で，

これまでの研究では，アンテナに誘電体スラブを装

荷することにより利得が向上することが明らかにさ

れている[1]．本稿では，遠方界を用いた WPT 向けの

高利得なアンテナを少ない素子数で実現するため，

誘電体スラブを装荷したパッチアンテナを提案し，

スラブによって高利得化が図れることを明らかにす

る． 

 

2.誘電体スラブ装荷パッチアンテナの設計と解析 

 先行研究[1,2]より，比誘電率𝜀𝑟2の誘電体スラブ

を厚み𝑡  =  
1

4

λ0

√ϵr2
，高さ𝐵 =

1

2

λ0

√ϵr1
の位置に装荷するこ

とにより，𝜃 = 0における電界強度がスラブのないア

ンテナのそれと比較して√𝜀𝑟2倍になることが明らか

になっている．したがってこのアンテナの利得はス

ラブのないアンテナのそれと比較して𝜀𝑟2倍となる

ことが見込まれる．本研究では，図 1 に示す誘電体

スラブ装荷パッチアンテナを設計する．モーメント

法によるアンテナの解析結果を図 2 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誘電体スラブを装荷したアンテナの利得はそうでな

いアンテナと比較して，3 dB 程度向上していること

がわかる．前述の理論に従うと誘電体スラブ装荷に

より利得は𝜀𝑟2倍，すなわち 6 dB 程度の利得向上と

なると考えられるがそうはならなかった．理論にお

いては誘電体の装荷による電流分布への影響はない

ものと仮定し計算を行っているが，実際にはアンテ

ナと誘電体の相互結合の影響によって電流分布が変

化し，このような結果になったと考えられる． 

 

4．まとめ 

本稿では，誘電体スラブを装荷したパッチアンテ

ナを数値解析し，スラブによって高利得化が図れる

ことを明らかにした． 
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図 1：誘電体スラブを装荷したパッチアンテナモデル 

図 2： 誘電体スラブ装荷による利得の変化 

(𝐸𝜙 on 𝑦𝑧−plane @10 GHz) 


